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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 2 7
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 8
（選択） □3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 5 9

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6 11

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（10％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（38％）　□2.同程度　□3.増加（　％） 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□4.低下 番号： 1
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□5.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□6.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社

会社名： 住所：山口県下松市葉山2丁目904番地の16

技術 担当部署： TEL：

担当者名： FAX：

会社名： 住所：愛知県一宮市栄2丁目12番地10

営業 担当部署： TEL： 0586-26-1153

担当者名： Mail:

（概要）

□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

3

1-1-3.共通工／法面工

中国地方整備局 1998.10.30

開発年

分類

綜合緑化㈱､㈱オルタナ､山口興産㈱､海水化学工業㈱､セントラル硝子㈱､山口大学､愛媛大学､徳山高専

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

CG-980018-V 有用な新技術

活用の効果

植生マット工
10%
38%

新技術概要説明資料（１／５）

名称 多機能フィルター
収受受付年月日

変更受付年月日 平成25年5月20日

登録No. 1222

1994

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号 評価結果

区分

被覆材による法面保護と植生

問合せ先

多機能フィルター株式会社

営業本部　名古屋営業所 0833-46-4466

結城　清治 0833-46-4678

多機能フィルター株式会社

2（3）

｢多機能フィルター｣は、通気透水自由の養生マットです。植物の毛細根に似た極細のポ
リエステル繊維をランダム配向に不織布加工、これに補強ネットを重ねたもので、空隙
率97～98％のフィルター構造をしています。斜面に張り付けた後は、豪雨時でも絶妙な
排水作用で余分な水は浸透させず、フィルター層で排水することにより、侵食を起こさ
ず濁水を発生させません。同じような工法として“植生マット・シート”があり｢多機能
フィルター｣も種子や肥料を装填したＭＦシリーズは、広義には“植生マット・シート”
の一種とみられます。しかし、“植生マット・シート”との根本的な違いは、被覆材が
非分解性繊維（無害）で構成されており、植生が得られる前はもとより、５～１０年程
度継続的に土壌保全を果たします。その結果、郷土種の草本や木本を主体にした高品質
の緑化が可能となり、地域生態系の調和が取れた自然緑化への同化が促進されます。

　　　 MiaVita栄201

営業本部　名古屋営業所 0586-26-1154

結城　清治 yuuki @t aki no. co. j p

mailto:yuuki@takino.co.jp


多機能フィルター 登録No. 1222

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

A-2

施工法の要点
①斜面の雑草、根株等は完全に除去し、できるだけ平滑に仕上げます。
②法面外から雨水が集中流入するおそれのある場合は、排水溝等を設けて流入しないように
します。
③｢多機能フィルター｣は、地表に沿わせてユッタリと延展し、固定ピンで固定します。法頂
から一気に垂らしたり、引っ張ったりすると密着度が悪くなります。
④隣接する｢多機能フィルター｣との重ね代は、縁ロープを重ねて固定ピンで巻き込んで打ち
込みます。この場合の重ね代は、３～５ｃｍ程度となります。
⑤法肩は、ラウンディングに沿って、３０～５０ｃｍ程度上までかぶせます。ラウンディン
グ上に排水溝がある場合は、排水溝の縁までかぶせて固定ピンで固定します。

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

直接工事費（Ｈ２５年度静岡県労務単価）
　　　　　　　　　　　切土用　　　　　  盛土用　　　　  亀甲金網装着型
ＳＰ－３０　　　　　　１，００９円／㎡　　　　９５９円／㎡  　ＳＰ－４５ｗｎ　　　   １，８６４円/㎡
ＳＰ－４５　　　　　　１，１８９　　　　　１，１３９　　　　　ＭＦ－４５Ｒ－０ｗｎ   ２，３４４円/㎡
ＭＦ－３０Ｒ－０　　　１，５４９　　　　　１，５３３　　　　　ＭＦ－４５Ｒ－５ｗｎ   ３，２２１円/㎡
ＭＦ－４５Ｒ－０　　　１，６６９　　　　　１，６５３　　　　　ＭＦ－４５Ｒ－１０ｗｎ ３，７７４円/㎡
ＭＦ－３０Ｒ－５　　　２，３０６　　　　　２，２０９　　　　　ＭＦ－４５Ｒ－２０ｗｎ ４，３６３円/㎡
ＭＦ－４５Ｒ－５　　　２，５４６　　　　　２，４４９　　　　　ＭＦ－４５Ｒ－３０ｗｎ ４，９３６円/㎡
ＭＦ－３０Ｒ－１０　　２，８２３
ＭＦ－４５Ｒ－１０　　３，０６３
ＭＦ－４５Ｒ－２０　　３，６１６
ＭＦ－４５Ｒ－３０　　４，１８９

[現場条件]切土法面,盛土法面,汚濁水の流失を嫌う造成現場,既存の植生を重視する現場
[土質条件]砂質土,シルト,粘性土,レキ混じり土,各種硬質土,軟岩Ⅰ（亀裂が多く節理が発達
している所。亀裂間隔1～10ｃｍまで。）
[法面条件]緑化を考慮する場合は最大勾配1:0.6
[気象条件]特に多雨地区,豪雪地帯での効果は顕著

新技術概要説明資料（２／５）

新技術名称

1)自然環境復元効果
従来工法が植物を急速に発芽発根させて（急速緑化）、その根張り効果により法面の安定に
繋げようとするのに対し、本工法は養生効果の高い不織布により法面を被覆することで、侵
食防止効果を発揮し、土壌保全（法面保護）を先に行い、緑化は発芽生育の遅い在来郷土植
物及び自然緑化を行うという工法です。このため急速緑化による法面保護を必要とせず、芝
草を徐々に生育させることで、過繁茂による被圧の影響を防ぎ、樹木の成長を妨げません。
そのため、植生遷移が円滑に行われ、短期間に樹林化を実現する力となります。またマット
下の土壌微生物の活性効果により、自生種の成長を助長します。
2)土壌侵食防止効果・濁水防止効果
｢多機能フィルター｣は、降雨時の雨滴の衝撃力を緩和、土粒子の結合力が破壊されることを
防ぐと共に、透水係数が地表面の透水係数よりも大きいため、土中に浸透しきれない雨水は
フィルター内や表面を流下し、地表の掃流力が低下して、シート侵食・リル侵食・ガリ侵食
等の水食防止効果を発揮します。

レ 
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（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

新技術概要説明資料（３／５）

新技術名称 多機能フィルター

A-3

｢多機能フィルター｣設計資料

出来形管理基準及び規格値は、植生マット・シートに準じる。
品質管理基準及び規格値は、植生マット・シートに準じる。

特許番号：第2764222号、第2088312号、第2893050号、第2967464号　（専用実施権）

多機能フィルターは地面に完全に密着してその機能を発揮しますので、施工にあたっては密着
度を高めることを最優先してください。張付け前に法面仕上げはできるだけ平滑に整形してく
ださい。施工時は地表に沿わせてユッタリと延展し、引っ張らないでください。マットの重ね
代は３ｃｍ程度、法肩はラウンディングに沿って30～50ｃｍ程度上までかぶせてください。

同等の機能を有する生分解製品の開発。リサイクルへの対応。顧客ニーズである多様な樹種に
よる緑化への対応。河川水衝部への適用（護岸および緑化機能）に当たり、流速をもった水流
に対する植生機能上の問題点、洗掘や土砂輸送防止方法の解明。

様々な条件下で人工降雨実験を行い、侵食防止効果と斜面への降雨の浸透抑制効果を確認。侵
食防止効果は、屋内実験で時間降雨190㎜/ｈが限界値である事、また浸透抑制では地表面から
8cm程度までは水が浸透するが、他は余剰水として表面排水されることが確認できた。

1.多機能フィルターを用いた斜面保護に対する降雨実験（平成５年１０月）
2.多機能フィルターシラス斜面への適用（平成５年１１月）

建設技術審査証明書　建技審証第0106号

2001/10/12

財団法人　土木研究センター
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登録No. 1222

実績件数 公共機関：
5000件

（静岡県400件） 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県　静岡空港建設
事務所

2004年11月～
2009年6月

静岡県　中遠農林事務
所

2007年10月～
11月

静岡県　御前崎土木事
務所

2007年5月～
2008年6月

静岡県　中遠企業局 2010年6月～
2012年2月

静岡県　沼津土木事務
所

2010年12月～
2011年3月

国土交通省　中部地方
整備局　沼津河川国道
事務所

2008年4月～
11月

国土交通省　中部地方
整備局　浜松河川国道
事務所

2012年2月～3
月

国土交通省　中部地方
整備局　沼津河川国道
事務所

2012年2月～3
月

中日本高速道路株式会
社

2012年2月～3
月

中部電力株式会社 2012年1月～3
月

CORINS登録No.

の

新技術概要説明資料（４／５）

新技術名称 多機能フィルター

工　事　名

静岡サービスエリア工事

900

静岡空港空港整備工事

農道整備（一般・広域関連）掛川高
瀬３期地区法面合併３工事

浜岡原子力発電所内工事

国道150号道路改良工事

牧之原中里工業団地造成事業基盤
造成工事

大岡元長窪線地域活力基盤道路改
築本線道路工第１工区

平成17年度伊豆縦貫塚原北道路建
設工事

平成22年度　三遠南信別所地区整
備工事

平成23年度　沼津国道管内道路建
設工事



登録No. 1222

製品姿　ＳＰタイプ 製品姿　ＭＦタイプ

新技術概要説明資料（５／５）

新技術名称 多機能フィルター

A-5

施工事例　　　　施工直後 施工事例　　　　施工後３年経過

施工断面図 人工降雨実験(国立防災科学技術研究所）
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